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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第21期
第２四半期
連結累計期間

第22期
第２四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自 2018年４月１日

至 2018年９月30日

自 2019年４月１日

至 2019年９月30日

自 2018年４月１日

至 2019年３月31日

売上高 （百万円） 47,560 52,216 98,232

経常利益 （百万円） 438 784 1,501

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

（百万円） 119 218 462

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 163 132 384

純資産額 （百万円） 10,693 10,743 10,761

総資産額 （百万円） 61,682 66,541 68,935

１株当たり四半期（当期）
純利益

（円） 3.95 7.19 15.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） 3.92 7.17 15.04

自己資本比率 （％） 17.4 16.2 15.6

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △48 2,608 2,840

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △1,474 △858 △5,921

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △274 △3,213 4,338

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 8,464 10,056 11,520
 

 

回次
第21期
第２四半期
連結会計期間

第22期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日

至 2018年９月30日

自 2019年７月１日

至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 0.61 3.98
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．純資産額には、役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、

株式給付信託が保有する当社株式が「自己株式」として計上されております。一方、１株当たり四半期（当

期）純利益、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益、自己資本比率、第21期第２四半期連結会計

期間及び第22期第２四半期連結会計期間の１株当たり四半期純利益については、上記の役員株式給付信託

（ＢＢＴ）の当社株式を自己株式に含めて算出しており、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の当社株式

を自己株式とみなしておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。　

また、主要な関係会社の異動については以下のとおりであります。

当社と連結子会社である株式会社Ａ－システムは、2019年４月１日付で当社を存続会社とする吸収合併を行いまし

た。

連結子会社である株式会社アポテックは、2019年４月１日付で株式会社なの花東北へ商号変更いたしました。

連結子会社である株式会社共栄ファーマシーは、2019年４月１日付で株式会社なの花西日本へ商号変更いたしまし

た。

この結果、2019年９月30日現在、当社グループは当社及び連結子会社13社及び持分法適用関連会社１社で構成され

ることとなりました。　

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しています。詳細は、「第４　経理の状況　１四

半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 
(1)　財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における業績は、医薬品ネットワーク部門において新規加盟件数が順調に推移したこ

とや、調剤薬局部門においてＭ＆Ａにより取得した店舗の業績が寄与したこと及び既存店の売上が順調に推移した

こと等により、売上高は52,216百万円（前年同期比9.8％増）、営業利益796百万円（同67.1％増）、経常利益784百

万円（同78.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益218百万円（同82.2％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を含ん

でおります。

　また、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につきま

しては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。変更の詳細は、

「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 

①地域薬局ネットワーク事業

本事業に関しましては、医薬品サプライチェーン全体に対する価値の提供を推進することを目指し、医薬品

ネットワークによる薬局等の経営支援、調剤薬局の運営及び医薬品の製造販売を行っております。

　医薬品ネットワーク部門におきましては、流通効率化へのニーズの高まりから、引き続き新規加盟件数は順調

に推移いたしました。2019年９月30日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、当社グループ419件、一般加盟店

4,141件の合計4,560件（前連結会計年度末比770件増）となりました。

　調剤薬局部門におきましては、Ｍ＆Ａにより取得した店舗の業績が寄与したことに加え、既存店の売上が順調

に推移いたしました。2019年９月30日現在の店舗数は、調剤薬局419店舗、ケアプランセンター１店舗、ドラッグ

ストア７店舗となりました。

　医薬品製造販売部門におきましては、良質で安価な後発医薬品の安定供給に取り組んでおり、2019年９月30日

現在、20成分45品目を販売しております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は49,290百万円（前年同期比10.2％増）、営業利益1,736百万

円（同41.5％増）となりました。

 

②賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、不動産賃貸収入やサービス付き高齢者向け住宅の入居件数が概ね堅調に推移したこと

等により、売上高は1,829百万円（前年同期比21.3％増）、営業利益68百万円（同565.7％増）となりました。

なお、2019年９月30日現在の入居件数は、「ウィステリア千里中央」は全82戸中62戸、「ウィステリア南１

条」は全116戸中59戸であり、引き続き積極的な営業活動を行っております。

 

③給食事業

本事業に関しましては、不採算施設の撤退や契約単価の見直し等を進めておりますが、人員不足による人材派

遣の利用により労務費が増加したこと等により、売上高は1,434百万円（前年同期比9.6％減）、営業損失34百万

円（前年同期は営業利益18百万円）となりました。

 

④その他事業

本事業に関しましては、訪問看護事業を行っており、売上高は79百万円（前年同期比17.3％増）、営業損失39

百万円（前年同期は営業損失57百万円）となりました。
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財政状態

当第２四半期連結会計期間末における総資産は66,541百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,393百万円減少し

ました。

流動資産は19,207百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,847百万円の減少となりました。主な要因は、現金及

び預金が減少したことによるものであります。固定資産は47,334百万円となり、前連結会計年度末に比べ545百万円

の減少となりました。主な要因は、のれんが減少したことによるものであります。

負債の部は55,798百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,375百万円の減少となりました。流動負債は23,014百

万円となり、前連結会計年度末に比べ829百万円の減少となりました。主な要因は、買掛金が増加したものの、短期

借入金及び１年内返済予定の長期借入金が減少したことによるものであります。固定負債は32,783百万円となり、

前連結会計年度末に比べ1,545百万円の減少となりました。主な要因は、長期借入金が減少したことによるものであ

ります。

また、純資産の部においては、10,743百万円となり、前連結会計年度末に比べ18百万円の減少となりました。

 

(2)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ

1,464百万円減の10,056百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につい

ては以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,608百万円の収入(前年同四半期は48百万円の支出）となりました。主

な要因は、法人税等の支払額618百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益790百万円、減価償却費874百万

円、のれん償却額604百万円及び仕入債務の増加752百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、858百万円の支出（前年同四半期は1,474百万円の支出）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得による支出756百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、3,213百万円の支出（前年同四半期は274百万円の支出）となりました。

主な要因は、短期借入金の純減額1,018百万円及び長期借入金の返済による支出2,271百万円によるものでありま

す。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 72,000,000

計 72,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,642,600 30,642,600
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 30,642,600 30,642,600 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　メディカルシステムネットワーク(E05274)

四半期報告書

 6/23



 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

－ 30,642,600 － 2,128 － 1,926
 

 
(5) 【大株主の状況】

　 2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＫＢＬ　ＥＰＢ　Ｓ．Ａ．１０
７７０４
（常任代理人　㈱みずほ銀行決
済営業部）

４３ ＢＯＵＬＥＶＡＲＤ ＲＯＹＡＬ Ｌ－２９５
５ ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ
（東京都港区港南２丁目15－１）

3,253,800 10.61

合同会社エスアンドエス 北海道札幌市中央区北十条西24丁目３ 2,769,100 9.03

沖中恭幸 北海道札幌市白石区 2,506,000 8.17

秋野治郎 北海道小樽市 2,216,500 7.23

日本トラスティ・サービス
信託銀行㈱（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 1,753,000 5.72

日本マスタートラスト信託銀行
㈱（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,253,300 4.09

㈱ＥＰ綜合 東京都新宿区津久戸町１－８ 800,000 2.61

田尻稲雄 北海道小樽市 667,200 2.17

メディカルシステムネットワー
ク従業員持株会

北海道札幌市中央区北十条西24丁目３ 595,700 1.94

ＧＯＬＤＭＡＮ ＳＡＣＨＳ Ｉ
ＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ
（常任代理人　ゴールドマン・
サックス証券㈱）

１３３ ＦＬＥＥＴ ＳＴＲＥＥＴ ＬＯＮＤＯＮ
ＥＣ４Ａ ２ＢＢ Ｕ．Ｋ．
（東京都港区六本木６丁目10－１）

487,471 1.59

計 ― 16,302,071 53.20
 

(注) １．発行済株式（自己株式を除く。）総数に対する所有株式数の割合は小数点第三位以下を切捨てて表示してお

ります。　

２．2019年７月12日付で、公共の縦覧に供されている大量保有報告書に係る変更報告書において、サマラン　

ユーシッツ（SAMARANG UCITS)が2019年７月５日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているもの

の、当社としては、2019年９月30日現在における実質所有状況の確認ができませんので、上記大株主の状況

には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

サマラン　ユーシッツ 11a Avenue Monterey L-2163 Luxembourg 3,121,800 10.19
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

  普通株式 1,100
－ －

完全議決権株式（その他）   普通株式 30,639,700 306,397 －

単元未満株式   普通株式 1,800 － －

発行済株式総数  30,642,600 － －

総株主の議決権 － 306,397 －
 

(注) １．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、すべて当社保有の自己株式であります。

２. 役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス

信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式は、「完全議決権株式（自己株式等）」欄の自己保有株

式に含まれておりません。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式15株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

　　2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

㈱メディカルシステム
ネットワーク

札幌市中央区北十条西二十四
丁目３番地

1,100 － 1,100 0.00

計 － 1,100 － 1,100 0.00
 

(注)　役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス信

託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式は、上記自己株式に含まれておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,703 10,182

  売掛金 2,420 2,309

  債権売却未収入金 684 710

  調剤報酬等購入債権 435 380

  商品 4,252 4,585

  原材料 16 14

  仕掛品 29 31

  貯蔵品 77 81

  その他 1,450 924

  貸倒引当金 △12 △12

  流動資産合計 21,055 19,207

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 13,999 14,122

   土地 9,141 9,166

   建設仮勘定 255 31

   その他（純額） 2,324 2,458

   有形固定資産合計 25,721 25,780

  無形固定資産   

   のれん 15,710 15,231

   ソフトウエア 381 318

   その他 143 138

   無形固定資産合計 16,235 15,688

  投資その他の資産   

   投資有価証券 726 579

   差入保証金 1,883 1,901

   繰延税金資産 2,229 2,349

   その他 1,105 1,056

   貸倒引当金 △21 △22

   投資その他の資産合計 5,922 5,865

  固定資産合計 47,879 47,334

 資産合計 68,935 66,541
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 10,198 10,951

  短期借入金 4,421 3,403

  1年内返済予定の長期借入金 4,270 4,056

  未払法人税等 695 496

  賞与引当金 1,332 1,417

  役員賞与引当金 － 31

  ポイント引当金 9 3

  その他 2,916 2,654

  流動負債合計 23,844 23,014

 固定負債   

  長期借入金 28,341 26,784

  役員退職慰労引当金 730 751

  役員株式給付引当金 142 159

  退職給付に係る負債 2,521 2,671

  その他 2,593 2,417

  固定負債合計 34,329 32,783

 負債合計 58,173 55,798

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,128 2,128

  資本剰余金 1,185 1,183

  利益剰余金 7,616 7,681

  自己株式 △233 △207

  株主資本合計 10,697 10,786

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 83 △5

  繰延ヘッジ損益 △4 △5

  退職給付に係る調整累計額 △35 △32

  その他の包括利益累計額合計 42 △43

 新株予約権 21 －

 純資産合計 10,761 10,743

負債純資産合計 68,935 66,541
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 47,560 52,216

売上原価 29,672 32,397

売上総利益 17,887 19,819

販売費及び一般管理費 ※  17,410 ※  19,022

営業利益 476 796

営業外収益   

 受取利息及び配当金 5 5

 業務受託料 22 50

 設備賃貸料 52 50

 雑収入 38 49

 営業外収益合計 119 156

営業外費用   

 債権売却損 23 26

 支払利息 117 124

 雑損失 16 17

 営業外費用合計 157 168

経常利益 438 784

特別利益   

 固定資産売却益 11 0

 事業譲渡益 － 32

 特別利益合計 11 33

特別損失   

 固定資産除却損 6 3

 減損損失 17 6

 店舗閉鎖損失 13 16

 その他 0 1

 特別損失合計 38 27

税金等調整前四半期純利益 411 790

法人税、住民税及び事業税 265 584

法人税等調整額 29 △12

法人税等合計 294 571

四半期純利益 117 218

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 119 218
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 117 218

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 36 △89

 繰延ヘッジ損益 3 △0

 退職給付に係る調整額 6 3

 その他の包括利益合計 46 △85

四半期包括利益 163 132

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 165 132

 非支配株主に係る四半期包括利益 △2 －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 411 790

 減価償却費 736 874

 減損損失 17 6

 のれん償却額 564 604

 賞与引当金の増減額（△は減少） 57 83

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △84 31

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 1

 ポイント引当金の増減額（△は減少） 0 △5

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 15 17

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 20

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 129 154

 受取利息及び受取配当金 △5 △5

 支払利息 118 125

 投資有価証券売却損益（△は益） － 0

 固定資産売却損益（△は益） △10 0

 固定資産除却損 6 3

 事業譲渡損益（△は益） － △32

 売上債権の増減額（△は増加） 284 110

 債権売却未収入金の増減額（△は増加） 41 △25

 調剤報酬等購入債権の増減額（△は増加） 44 54

 たな卸資産の増減額（△は増加） △494 △350

 仕入債務の増減額（△は減少） △414 752

 未払消費税等の増減額（△は減少） 65 124

 その他 83 △10

 小計 1,573 3,326

 利息及び配当金の受取額 5 25

 利息の支払額 △118 △124

 法人税等の支払額 △1,509 △618

 営業活動によるキャッシュ・フロー △48 2,608

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △5 △85

 定期預金の払戻による収入 69 142

 有形固定資産の取得による支出 △413 △756

 有形固定資産の売却による収入 114 0

 無形固定資産の取得による支出 △49 △25

 投資有価証券の取得による支出 △50 －

 投資有価証券の売却による収入 1 102

 事業譲受による支出 △968 △240

 事業譲渡による収入 － 55

 貸付けによる支出 △4 △5

 貸付金の回収による収入 1 4

 差入保証金の差入による支出 △134 △58

 差入保証金の回収による収入 10 21

 その他 △46 △14

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,474 △858
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 666 △1,018

 長期借入れによる収入 1,300 500

 長期借入金の返済による支出 △1,835 △2,271

 リース債務の返済による支出 △313 △249

 自己株式の取得による支出 △0 －

 配当金の支払額 △151 △152

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 60 －

 自己新株予約権の取得による支出 － △21

 財務活動によるキャッシュ・フロー △274 △3,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,797 △1,464

現金及び現金同等物の期首残高 10,136 11,520

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

125 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  8,464 ※  10,056
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、連結子会社であった㈱Ａ－システムは当社と合併したため、連結の範囲

から除外しております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。
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(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

(1) 役員株式給付信託（ＢＢＴ）

当社は、当社の取締役（非業務執行取締役及び社外取締役は除く）に対して、中長期的な業績の向上と企業

価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として「役員株式給付信託（ＢＢＴ）」（以下「本制度」とい

う。）を導入しております。

① 取引の概要

本制度はあらかじめ定めた役員株式給付規程に基づき、取締役が受益者要件を満たした場合に、当社株式

を給付する仕組みであります。

　当社グループは、取締役に対しポイントを付与し、退任時に受益者要件を満たした取締役に対し、付与さ

れたポイントに相当する当社株式を給付しております。取締役に対し給付する株式については、あらかじめ

当社グループが信託設定した金銭により信託銀行が将来給付分も含めて株式市場から取得し、信託財産とし

て分別管理しております。

② 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　

2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。

規程に基づき取締役に付与したポイント数を基礎として、費用及びこれに対応する引当金を計上しており

ます。

③ 信託が保有する当社株式

信託が保有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は前連結会計年度末195百万円、

260,000株、当第２四半期連結会計期間末195百万円、260,000株であります。

(2) 従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

当社は、当社の従業員及び当社連結子会社の役職員（以下「従業員等」という。）に対して自社の株式を給

付し、株主の皆様と経済的な効果を共有し、株価及び業績向上への意欲や士気を一層高めることを目的とし

て、「従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」（以下「本制度」という。）を導入しております。

① 取引の概要

本制度はあらかじめ定めた株式給付規程に基づき、従業員等が受給権を取得した場合に、当社株式を給付

する仕組みであります。

　当社グループは、従業員等に対し、勤続年数等の各人の貢献度に応じてポイントを付与し、受給資格を取

得した従業員等に対し、付与されたポイントに相当する当社株式を給付しております。従業員等に対し給付

する株式については、あらかじめ当社グループが信託設定した金銭により信託銀行が将来給付分も含めて株

式市場から取得し、信託財産として分別管理しております。

② 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　

2015年３月26日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

③ 信託が保有する当社株式

信託が保有する当社株式を純資産の部に自己株式として計上しております。信託における帳簿価額は前連

結会計年度末37百万円、当第２四半期連結会計期間末12百万円であります。

期末株式数は前第２四半期連結累計期間65,300株、当第２四半期連結累計期間21,000株であり、期中平均

株式数は、前第２四半期連結累計期間110,865株、当第２四半期連結累計期間63,597株であります。期末株式

数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりません。
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(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

給料手当 6,699百万円 7,140百万円

賞与引当金繰入額 1,313百万円 1,422百万円

退職給付費用 212百万円 236百万円

役員退職慰労引当金繰入額 16百万円 20百万円

役員賞与引当金繰入額 －百万円 31百万円

役員株式給付引当金繰入額 16百万円 17百万円

租税公課 2,285百万円 2,559百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
 至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
 至　2019年９月30日)

現金及び預金 8,464百万円 10,182百万円

預入期間が３か月を超える定期預金及び定期積金 －百万円 △126百万円

現金及び現金同等物 8,464百万円 10,056百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月26日
定時株主総会

普通株式 152 5.00 2018年３月31日 2018年６月27日 利益剰余金
 

(注) 2018年６月26日開催の定時株主総会決議に基づく配当金の総額には、役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株

式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社

株式に対する配当金１百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月６日
取締役会

普通株式 153 5.00 2018年９月30日 2018年12月10日 利益剰余金
 

(注) 2018年11月６日開催の取締役会決議に基づく配当金の総額には、役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株式給

付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式

に対する配当金１百万円が含まれております。

 

３．株主資本の著しい変動

 株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

 
当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 153 5.00 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金
 

(注) 2019年６月21日開催の定時株主総会決議に基づく配当金の総額には、役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株

式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社

株式に対する配当金１百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月７日
取締役会

普通株式 153 5.00 2019年９月30日 2019年12月９日 利益剰余金
 

(注) 2019年11月７日開催の取締役会決議に基づく配当金の総額には、役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株式給

付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式

に対する配当金１百万円が含まれております。

 

３．株主資本の著しい変動

 株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

地域薬局
ネットワーク
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 44,717 1,187 1,586 68 47,560 － 47,560

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

0 320 － － 320 △320 －

計 44,718 1,508 1,586 68 47,880 △320 47,560

セグメント利益
又は損失（△）

1,227 10 18 △57 1,198 △721 476
 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△721百万円には、セグメント間取引消去229百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△951百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

地域薬局
ネットワーク
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 49,290 1,412 1,434 79 52,216 － 52,216

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

0 417 － － 417 △417 －

計 49,290 1,829 1,434 79 52,634 △417 52,216

セグメント利益
又は損失（△）

1,736 68 △34 △39 1,731 △934 796
 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△934百万円には、セグメント間取引消去147百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△1,081百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを「医薬品等ネットワーク事業」、「調剤薬局事業」、「賃貸・

設備関連事業」、「給食事業」及び「その他事業」の５区分から、「地域薬局ネットワーク事業」、「賃貸・設備

関連事業」、「給食事業」及び「その他事業」の４区分に変更しております。

これは、2018年４月の流通改善ガイドライン適用開始等を背景として医薬品ネットワーク加盟店が急激に増加

し、また医薬品製造販売事業の始動により事業領域が拡大したことから、サプライチェーン全体に対する価値の提

供を推進するため、2019年４月より医薬品等ネットワーク事業、調剤薬局事業及び医薬品製造販売事業を統合的に

経営管理する体制に変更し、併せて上記３事業を地域薬局ネットワーク事業に統合したものです。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
 至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年９月30日)

(1)　１株当たり四半期純利益 3円95銭 7円19銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 119 218

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

119 218

普通株式の期中平均株式数(株) 30,347,066 30,381,485

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 3円92銭 7円17銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
(百万円)

－ －

普通株式増加数(株) 213,735 66,323

（うち新株予約権(株)） (213,735) (66,323)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

 

(注）１．株主資本において自己株式として計上されている役員株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式は、１株

当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めております。１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第２四半期連結累計期間272,637株、当第２四半

期連結累計期間260,000株であります。

２．「普通株式の期中平均株式数」の算出に当たって、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）が保有する当社株

式は、自己保有株式ではないため、自己株式数に含めておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

2019年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1)　中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・153百万円

(2)　１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・５円00銭

(3)　支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・・・2019年12月９日

（注）2019年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年11月11日

株式会社　メディカルシステムネットワーク

取締役会  御中

 

有限責任監査法人　　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　中　　康　　行 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 木　　村　　彰　　夫 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メディ

カルシステムネットワークの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019

年７月１日から2019年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メディカルシステムネットワーク及び連結子会社の2019

年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの

状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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